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もう一つの国際交流「日独スボーツ少年団同時交流」…　～㌧
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　黄金色の瑞穂のうみ、収穫の慶びで沸き返った人々は白石のまちにあふれた。

　駅前通りの歩行者天国には関所が設けられ、門を通った市民は時の旅行者となり、江戸時

代の白石城下にタイムスリップした。城下の町衆となった民たちは、城下のそこここで繰り

広げられた異邦人たちの大道芸を日が暮れるまで楽しみました、とさ。



日独スポーツ少年団　同時交流事業

現在、オーストラリアのハーストビル市との国際交流が行われている白石市ですが、

7月23日から29日まで、スポーツ少年団によるドイツとの交流がありました。

　（財）日本体育協会日本スポーツ少年団とドイツスポーツユーゲントとの日独スポー

ツ少年団同時交流プログラムの中の地方会場の一つに白石市が選ばれてのことです。

　白石を訪れたドイツ訪問団の指導者1名、団員8名の9人は、白石の9家族にそれ
ぞれホームステイとなりました。

　　　　　一　一鷲

　　日独スポーツ少年団同時交流事業

　　閉　　講　　式

▲シーレ・ゲァトラウトさん（指導者）と
菅野さんご夫妻

；型

箋
、
．
響

灘調、、蹴．顯
▲碧水田での記念写真！

　　　　　　　　　〈クロッツ・クリスティ

鳶糊。吾芙糞さんと朝倉さん
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日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
同
時
交
流
っ
て
何
？

　
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流

事
業
は
、
（
財
）
日
本
体
育
協
会
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、
ド
イ
ツ
ス
ポ

ー
ツ
ユ
ー
グ
ン
ト
と
の
交
流
協
定
に

基
づ
い
て
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
青
少
年
の
国
際
交
流
事

業
で
す
。

　
日
独
両
国
の
豆
休
み
期
間
中
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
中
心
と
し
て
、
相
互

の
文
化
・
生
活
・
習
慣
を
実
際
に
体

験
す
る
交
流
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
取
り
入
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
パ
ー
ト

ナ
ー
方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
パ
i
ト
ナ
ー
の
宮

城
県
側
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
今

回
、
白
石
市
が
選
ぱ
れ
た
の
で
す
。

　
受
け
入
れ
先
の
白
石
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
白
石
市
体
育
協
会
の
下

部
組
織
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
の
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

に
、
二
十
団
体
、
団
員
三
百
五
十
二

名
、
指
導
者
六
十
七
名
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
各
種
目
別
の
練
習
、
大
会
へ
の
参

加
、
運
営
の
他
に
、
全
段
が
参
加
し

て
の
交
流
大
会
や
、
奉
仕
活
動
、
仙

南
地
域
の
交
流
事
業
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今回は

自
石
市
体
育
協
会
、
白
石

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
宮
城
県
ス
ボ

ー
ツ
少
年
団
の
共
催
で
受
け
入
れ
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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自
石
の
伝
統
を
体
験

　
白
石
を
訪
れ
た
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
一
行
九
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
茶
道
や
こ

け
し
の
絵
付
け
な
ど
の
体
験
、
白
石

の
歴
史
め
ぐ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と

し
て
水
泳
や
益
岡
公
園
で
の
ボ
ー
ド

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ス
ポ
ー
ツ
と
環
境
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
討
論
会
で
は
、
白
石

女
子
高
校
の
生
徒
と
通
訳
を
交
え
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
六
泊
七
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
次
の
訪
間

地
福
島
県
の
河
東
町
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。　
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た
く
さ
ん
の
人
々
と
の
出
会
い
が
世
界
を
広
け
て
く
れ
る
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　私も

弟
も
、
夏
休
み
と
は
い
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
部
活
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
い

っ
ぱ
い
。
時
間
が
あ
る
の
は
小
一
の
弟

だ
け
。
果
た
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
で

き
る
の
か
と
不
安
で
し
た
が
、
「
た
く

さ
ん
の
人
々
と
の
出
会
い
が
世
界
を
広

げ
て
く
れ
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
で
も
、
対
面
式
で
勇
気
を
出
し
て
、

「
G
u
t
e
n
　
T
a
9
」
と
差
し
出

し
た
手
に
、
素
敵
な
笑
顔
と
温
か
い
手

で
答
え
て
く
れ
、
私
た
ち
の
不
安
は
吹

き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
お
互
い
の

写
真
を
見
せ
合
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
や
折
り
紙
、
花
火
を
し
た
り
…

…
と
あ
っ
と
言
う
問
に
一
週
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
の
家
庭

や
学
校
生
活
の
様
子
を
聞
か
せ
て
も
ら

い
、
余
裕
を
持
っ
て
生
活
を
楽
し
み
つ
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感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

付
け
な
ど
を
と
お
し
て
、

も
見
て
や
ろ
う
、

う
積
極
性
も
伝
わ
り
ま
し
た
。

こ
と
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
姿
は
、

当
に
う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
，

　
「
ド
イ
ツ
に
来
て
ね
」
と
い
う
彼
女

の
言
葉
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
も

内
面
を
し
っ
か
り
磨
い
て
、
そ
し
て
学

力
も
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
，

　
世
界
を
広
げ
る
良
い
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
ウ
ー
テ
、
そ
し
て
日
独
同
時
交

流
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

自
分
を
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っ
か
り
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い
る
と
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言
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で
通
じ
合
う
ん
で
は
な
く
心
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じ
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私
の
家
に
来
た
ド
イ
ツ
人
は
、
「
エ

フ
ァ
」
と
い
う
人
で
し
た
。
初
対
面
で

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ば
い
の
私
に
、
に

っ
こ
り
ほ
ほ
え
ん
で
楽
に
さ
せ
て
く
れ

た
エ
フ
ァ
。
エ
フ
ァ
は
英
語
で
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
私
の
話
を
一
生
懸
命
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。

　
日
が
経
つ
う
ち
に
、
お
互
い
の
こ
と

を
分
か
り
合
っ
て
き
て
笑
う
数
が
多
く

な
り
、
家
が
と
て
も
賑
や
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
英
語
が
苦
手
な
私
も
、
片
手
に
和
英

辞
典
を
持
ち
、
「
英
語
を
話
そ
う
、
話

そ
う
」
と
頑
張
り
ま
し
た
。

　
エ
フ
ァ
も
、
日
本
語
を
し
ゃ
べ
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
「
あ
り
が
と
う
」
、
「
お

は
よ
う
」
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
ぐ
ら
い
の

言
葉
で
し
た
が
、
な
ぜ
か
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
楽
し
い
と
、
時
が
た
つ
の
は
と
て
も

早
い
も
の
で
す
。
別
れ
が
と
て
も
つ
ら

か
っ
た
で
す
。

　
エ
フ
ァ
が
い
な
く
な
っ
て
、
二
、
三

日
ぐ
ら
い
、
ぽ
っ
か
り
穴
が
あ
い
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
部
屋
に
い
る
と
、

エ
フ
ァ
が
ま
だ
い
る
よ
う
で
「
エ
フ
ァ
」

と
呼
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
、
エ
フ
ァ
は
私
に
、
思
い

出
を
た
く
さ
ん
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
思

い
出
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
と
っ
と
き

た
い
と
思
い
ま
す
．

　
言
葉
で
通
じ
あ
う
ん
で
は
な
く
、
心
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瓢
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で
通
じ
合
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
、

は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
に
行
く
こ
と
を
目
標
に
、
家

族
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
エ
フ
ァ
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て
て
ね
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
独
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
に
関
わ
っ
た

皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

　
民
泊
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
受
け
入
れ

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
家
族
四
人
で
め

い
い
っ
ぱ
い
の
家
を
ど
う
に
か
片
づ

け
、
ラ
ル
フ
少
年
を
待
ち
ま
し
た
。
日

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
大
変
な
こ
と
を

引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
後
悔
し
ま
し
た
。
当
日
、
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
終
わ
り
い
よ
い
よ
家
へ
。

驚
か
な
い
よ
う
に
車
の
中
で
、
我
が
家

の
説
明
を
息
子
に
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
「
窪
藁
国
。
臣
。
一
の
弩
聾
閃
筥
日
く

げ
震
二
。
。
σ
蒔
」
と
言
う
と
、
ラ
ル
フ
が

笑
っ
て
う
な
づ
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私

も
息
子
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
に
、
な

か
な
か
い
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
た
と

感
心
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
ラ
ル
フ
と

の
一
週
間
（
民
泊
四
日
）
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
の
夜
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い

た
だ
い
た
ト
ラ
ン
プ
で
ゲ
ー
ム
、
言
“
某

半
分
、
手
振
り
、
身
振
り
で
始
め
ま
し

た
。
「
あ
っ
1
　
バ
バ
抜
き
」
「
ド
イ
ツ

に
も
あ
る
ん
だ
1
」
と
子
ど
も
達
と
目

で
合
図
。
と
て
も
楽
し
い
ト
ラ
ン
プ
で

し
た
。
同
じ
地
球
人
、
言
葉
は
な
く
て

も
、
心
と
心
が
通
い
あ
え
る
も
の
な
の

だ
と
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。
一
日
、

二
日
と
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
娘
も
慣
れ

て
き
て
「
ラ
ル
フ
が
帰
っ
た
ら
淋
し
く

な
る
ね
」
な
ど
と
言
う
く
ら
い
。

　
ラ
ル
フ
の
ギ
タ
ー
…
、
歌
声
が
と
て

も
ス
テ
キ
で
、
子
ど
も
達
と
も
自
然
に

　
　
　
　
　
川
　
村
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恵

と
け
こ
ん
で
、
カ
ッ
コ
イ
イ
ラ
ル
フ
，

一
生
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。

　
あ
れ
も
教
え
て
あ
げ
よ
う
、
こ
れ
を

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
、
と
思
っ
て
い

る
間
に
送
り
出
す
日
が
来
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ラ
ル
フ
に
は
不
自
由
な
生
活
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
家

族
に
は
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
体
験

の
で
き
た
日
々
で
し
た
．
．
食
事
の
時
、

憩
い
の
時
な
ど
、
「
今
何
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
…
。
」
と
何
か
と
話
題
に
な

り
ま
す
。

　
最
後
に
日
独
同
時
交
流
事
業
に
携
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
患
者
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
来
院
し
、

安
心
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
病
院
と
し
て
経
営
改
善
に
努
め
、
医

療
器
械
の
整
備
更
新
を
図
り
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
日
々
努
力
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。

　平成七

年
度
は
、
診
療
機
能
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
自
動
血
圧
監
視
装
置
、

超
音
波
洗
浄
装
置
、
誘
発
電
位
測
定
装

置
な
ど
医
療
器
械
の
更
新
、
骨
密
度
測

定
装
置
、
光
凝
固
装
置
な
ど
の
新
規
購

入
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
館
一
階
・
二
階
待
合
室
冷
房
設
備
の

設
置
、
本
館
一
階
待
合
室
改
修
工
事
の

実
施
、
午
後
の
受
付
時
間
を
四
時
ま
で

延
長
す
る
な
ど
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
入
院
患

者
数
は
前
年
度
と
比
較
し
て
、
一
千
五

百
四
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
夜
間
勤
務

等
看
護
加
算
の
取
得
お
よ
び
新
看
護
体

系
へ
の
移
行
に
よ
り
、
入
院
収
益
は
一

億
六
千
三
百
万
円
余
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。
外
来
患
者
数
に
お
い
て
は
、
平

成
七
年
七
月
よ
り
毎
週
土
曜
日
を
休
診

と
し
た
た
め
、
前
年
度
比
較
四
千
六
百

三
十
五
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
診
療
単

価
の
増
に
よ
り
外
来
収
益
は
二
千
七
百

万
円
余
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
収
入
は
四
十
四
億
九
百
七
十
四

万
四
千
円
で
、
一
方
支
出
は
四
十
三
億

七
千
百
三
十
七
万
二
千
円
と
な
り
、
差

し
引
き
三
千
八
百
三
十
七
万
二
千
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た

、

　病院

経
営
を
取
り
巻
く
医
療
情
勢
は

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

力
　
医
療
器
械
の
整
備
、
診
療
待
ち
時

問
の
短
縮
な
ど
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し

て
の
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
創

意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

医
療
福
祉
増
進
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
病
院
づ
く
り
に
一
層

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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ム皿’まちかど・

五十年の開拓の苦労を振り返える

　復員や満州引揚者らが永住の地と

さだめてから、ちょうど今年で五十

年目に当たります。これを記念して、

去る10月6日不忘地区において式典

が賑々しく開催されました。当日は、

地元の開拓者はもとより、かつての

入植者、あるいは福岡中学校不忘

分校の同窓生や恩師の方なども参加

しました。式典では、先人の御霊に

対して黙祷を行い、また、開拓者の

労苦に対して功労賞や感謝状が贈ら

れました。引き継ぎ、祝賀会では和

気あいあいの交流が繰り広げられま

した、

グ印

不忘瀾拓50周年記念式典

穐

ぐ
謡

　
燗
、羅

麟　
7
白石城に名物がまた一つ

　臼石城天守閣脇に建設が進められ

ていた白石城鐘堂が、このほど完成

し、10月12日落成式が行われました。

磁＼欄甦，
峡，　　，』

　これは昨年、臼石青年会議所が、

1780年に桑折町の傳来寺に移された

鐘を復元したのにちなんで建設され

たもので、関係者約50人が見守る中

でのテープカットが行われました．

　その後希望者が次々と鐘を突いて

いきましたが、思わぬ轟音にびっく

りする顔も、

　大晦日の除夜の鐘を鳴らす会には

耳栓持参がいいかも？

生涯学習の新しい風

　　　　　　　　　　　演励
　　　　　　　　　　　ど
　「蘭朧脚蝋擁のりどμ鞭食　愉

　　　　　　　　　　一1享
　　　　　　　　　　読

う

ゆ

麟
・

㊧
耐
冷
雪

　
　
　
　
　
1
1

侮
’
』

ぶ

　
　
　
、
ー

「
や
顧
・

田臨▲＿

われ、会場を埋めた約600人の観衆

は聞きほれていました。

　一方13日は、身心障害児理解推進

フォーラムが中央公民館で行なわれ

ました。今年は船岡養護学校の梅津

義郎校長による「ある子と出会って、

ある親と出会って」と題しての講演

が行なわれ、集まった聴衆は熱心に

聴き入っていました。

　また、同じ会場では施設の園生や

サークルによる、手作りカレンダー

や植木の即売会が行なわれました。

和気あいあい交流

纂鎧塩．翻－
潤縫・蹴鰯．
多醒療’雌1・、1

，藩「ざ

蕊畦纏、．一一

　10月6日、白石陽光園まつりが開

催され、会場となった広場は一般の

方や関係者で賑わいました。舞台で

は、マンドリン演奏やマジックショ
ー
、
和 太鼓などのアトラクションが

次々と披露されました。

　また、園生が育てたシクラメンや

葉ボタンなどが割安で販売され、見

る間に売り切れるなど、バザーは大

変好評でした。屋台は、焼鳥、豚汁、

焼きそばなども用意され、市民の方

はもちろん、園生も十分に楽しみま

した、

　10月12日から18日までの一週間、

生涯学習週問として、市内各地で多

くの催しものが繰り広げられまし
た。

　12日は、「われらふるさと学び隊」

と銘打った生涯学習ツアーが実施さ

れ、バスや徒歩でふるさとをめぐり

を行い、多くの楽しい発見をしまし

た。別会場では、ファミリーコン

サートとして、リコーダー演奏が行

われ、いろんな笛の音色が披露され

ました。また、ママさんコーラス、

小学生児童のコーラスとの共演も行

仙南情報を世界に

　農業の情報化を目的に仙南の2市

7町で運営しているパソコン通信

「仙南グリーントピア推進協議会

（AGNESS）」が、より広範囲な情報

の提供を目的に製作を進めていたイ

ンターネットのホームページがこの

ほど完成し、9月13日にオープニン

グセレモニーが行われました。

　ホームページでは特にアグネス

と、仙南2市7町の観光・物産情報

が写真人りで紹介されています。

　興味のある方はhttp：／／www．jsai，

orjp／冶gness／へGEF　WIRED！

　　、1、■蔚｝、　〔γ’ノk〆、｝　　一『・アF疋 一■，に」一』

已灘
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、
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轄
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、
『
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・
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勘
7
げ

し　
藤

　
、
議
業

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

ファミリーは私の宝物

　10月4日、市役所で「トンガから

来たみやぎのお母さん講演会」が開

催されました。これは今年から発足

した市女性政策室が開催したもの

で、講師の武井ラッシー二さんはト

ンガ出身で、平成7年度みやぎのお

母さんに選ばれた方です。

騨一「｝　　　　　　rア

、、，扮．＝涯気緩Dお傘ん蜘

　ラッシー二さんが結婚を決め単身

来日し、言葉の壁や習慣の違いに戸

惑いながらも、子育てに、地域活動

に取り組むようすを、冗談を交えな

がら話していき、会場は何度も爆笑

の渦に飲み込まれました。

囲碁をきっかけの交流

『
　
ー

マ

　恒例の白石市・黒石市親善囲碁交

流大会が、9月28日、スパッシュラ

ンドしろいしで行われました。

　両市の名にちなんで昭和63年に市

職員同士の交流として始められた大

会でしたが、昨年から東北電力のバ

ックアップにより市民同士の大会に

なり、今年は黒石市から24人を招い

ての開催となったものです。

　対局は1人2局づつの対抗戦です

が、20勝28敗で黒石市が勝ちました。

　来年こそは勝利を？

昭
和
六
十
年
代
、
市
町
村
は
地
方
の
活
性
化
の

た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
打
ち
出
し
て
頑
張
っ

て
い
た
。
そ
の
一
つ
の
現
れ
が

い
て
い
た
人
達
は
こ
う
言
っ
た
。

『
蔵
王
山
麓
の
野
営
場
？
　
だ
っ
て
、
蔵
王
は

　
　
　
　
　
　
山
形
の
山
だ
ろ
う
。

「
日
本
一
づ
く
り
」
で
あ
る
。
私

も
そ
の
風
潮
に
乗
っ
て
、
白
石
に

四
つ
の
日
本
一
が
あ
る
と
唱
え
て

い
た
。第

一
は
、
全
国
に
た
だ
一
つ
、
蔵

王
山
麓
の
国
立
青
少
年
野
営
場
。

第
二
に
、
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク

ー
ル
」
。
第
三
に
、
数
量
、
価
格
と

も
日
本
一
を
誇
る
白
石
の
「
も
ろ

き
ゅ
う
り
」
。
第
四
に
、
ト
ー
キ
ン

白
石
が
作
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
。

こ
の
こ
と
を
得
々
と
話
し
て
い

た
ら
、
当
時
、
ト
ー
キ
ン
自
石
の

社
長
で
あ
っ
た
矢
崎
卓
　
現
商
工

会
議
所
専
務
に
一
本
返
さ
れ
た
．
、

「
市
長
、
あ
な
た
は
よ
く
『
我
が

市
に
は
、
日
本
一
の
も
の
が
四
つ

lI井市長の

静．鋪

、
シ

あ
る
』
と
い
う
の
で
、
私
も
東
京
に
行
っ
た

時
に
市
長
の
ま
ね
を
し
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
聞

全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
？
こ
け
し
は

鳴
子
じ
ゃ
な
い
の
？

も
ろ
き
ゅ
う
、
な
る

ほ
ど
そ
う
か
も
知
れ

な
い
が
、
高
級
料
亭

で
し
か
食
え
な
い
物

は
、
我
々
庶
民
に
は

縁
が
な
い
。
』

そ
う
言
っ
た
連
中

も
、
我
が
ト
ー
キ
ン

白
石
が
生
産
す
る
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
日

本
一
で
あ
る
こ
と
だ

け
は
認
め
て
い
た
。
」

こ
れ
に
は
参
り
ま

し
た
ね
。

さ
て
、
前
に
も
ご
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
井
上

睦
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
門
第
二
十
号
」
に
よ
れ

ば
、
『
週
刊
「
ス
パ
」
が
全
国
の
市
町
村
に
日
本

一
を
照
会
し
た
ら
、
勿
論
素
晴
ら
し
い
物
も
あ
っ

た
が
、
「
そ
れ
っ
て
自
慢
し
て
い
い
の
？
」
と
首

を
傾
げ
る
よ
う
な
返
事
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
「
ス
パ
」
八
月
十
四
日
二
一
十
一
日
号
で

は
「
ム
リ
ヤ
リ
日
本
一
」
と
称
（
賞
？
）
し
て
と

り
あ
げ
た
。
』
と
の
こ
と
、
そ
れ
を
抜
粋
し
て
紹

介
し
よ
う
、
．
．

ヒ
サ
ン
な
日
本
一

「
洪
水
が
頻
繁
に
起
き
る
日
本
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県
川
崎
村

「
は
げ
や
ま
日
本
一
」
　
　
　
　
栃
木
県
足
尾
市

超
限
定
日
本
一

「
堀
八
幡
神
社
の
石
灯
籠
の
か
さ
が
、
自
然
石
で

造
ら
れ
た
モ
ノ
と
し
て
は
日
本
一
大
き
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
県
加
計
町

「
村
と
し
て
は
日
本
一
人
口
が
多
い
」

　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
県
豊
見
城
村

わ
け
の
わ
か
ら
ん
日
本
一

「
皿
そ
ば
の
店
の
数
が
日
本
皿
多
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
出
石
市

「
金
剛
山
と
い
う
府
内
最
高
峰
の
山
に
七
千
五
百

回
登
っ
て
い
る
人
が
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
千
早
赤
坂
村

マ
イ
ナ
ス
日
本
一

「
過
疎
化
日
本
こ
（
小
中
学
校
の
教
科
書
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
）
　
島
根
県
匹
見
町

「
庁
舎
が
オ
ン
ボ
ロ
日
本
一
」
　
広
島
県
蒲
刈
町

さ
て
、
あ
れ
か
ら
十
年
。
我
が
白
石
の
日
本
一

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
一
．

蔵
王
山
麓
の
野
営
場
。
平
成
九
年
五
月
十
八
日
、

全
国
植
樹
祭
の
会
場
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
、
全
国
の
緑
化
運
動
が
初
め
て
手
を
結
ぶ
．

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
弥
治
郎
こ
け
し

村
を
誕
生
さ
せ
た
。
も
ろ
き
ゅ
う
は
、
「
仙
台
も

ろ
き
ゅ
う
」
を
変
え
て
「
自
石
も
ろ
き
ゅ
う
」
と

名
の
り
、
堂
々
全
国
を
ま
か
り
通
る
ブ
ラ
ン
ド
商

品
に
成
長
し
た
。
ま
た
、
卜
ー
キ
ン
の
本
社
工
場

と
し
て
の
機
能
が
、
仙
台
市
長
町
よ
り
逐
次
臼
石

に
移
さ
れ
、
今
や
従
業
員
千
人
を
目
前
に
し
た
大

工
場
に
成
長
し
て
い
る
。

そ
し
て
我
々
市
民
ぱ
、
復
元
さ
れ
た
自
石
城
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
詣
し
て
鋭
意
努
力
中
で
あ
る
。
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私たちの大槻道場剣道スポーツ少年団

は、小学生の低学年から高校生まで、男

女を問わず、剣道の稽古を通じて、心身

を錬磨し、旺盛な気力を養い、礼節を尊

び、立派な社会人になるた：めに、門下生

のこ父兄方のご理解とこ協力をいただ

ぎ、月・水・金・土曜日の週4回の稽古

に励んでおります。

剣道は、生涯競技と広く唱えられてい

るように、私たちの道場も、目先の勝負

にとらわれず、一生剣道を続けられるよ

うに、基本を重視した稽古を毎回行って

います。

そのほかにも稽古の延長とした考え

で、白石市の各スポーツ少年団との交流、

並びに奉仕活動にも積極的に参加してい

ます。

最近は剣道人口の激減に、剣道連盟も

危機感を抱き、いろいろな試みをしてい

ますが、やはり底辺の拡大（小・中学生

の入門）が何より先決と考えています。

剣道に興昧のある方はぜひ見学にお越

しください。お待ちしています。

FγomS17乙4κ乙4ちゃん

今回は“高さ”を強調したいと思います。

“シドニーで一番高い建物”といえば、シドニーヘ

来られたことのある人ならお解かりのはずですよね、

右の写真の建物、‘‘センター一・ポイント・タワー”

（シドニータワー）です。全長304．8mの高さを誇るこ

のタワー、実はシドニーで一番高い建物というだけで

はとどまらず、南半球で一番高い建物として有名なの

です。私も今までに何度か訪れた場所ですが、残念な

がら我が祖国？“白石”までは見えないものの、ハー

ストビル市は見ることができますし、オペラハウスや

ハーバーブリッジなどはもちろんのこと、晴れた日は

ブルーマウンテンまで見えるのです。

　その眺めは最高ですよ1

　
ロ
ロ
け
ゆ
ロ
ゆ
ロ
ヒ
お
い
セ
ロ
ロ
ロ
せ
に
ト
リ
ピ
け
お
レ
レ
ト
レ
レ
ロ

、
霧
霧
髪
　
嚢
》

、
灘
、
篶
．
薩
－
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
す
　
　
リ
ョ
し
ず

了
ー
、
噸
、
野
撫
灘
響

　
　
　
r
、
㌶
鐵
欝

臥盈」

　　　　　　　　　　　’

　　＼＼　　 ・　賦

　　　　￥
　　　　　＼＼
　　　　　　＼＼短

　　　　　　　　＼心　 ・

　　　　　　　　　＼＼
斎醐㈱　　＼詠㊥
趾仁美さん（18歳半沢屋敷前）絞＼

　　　　　　　　　　　　　＼＼

｛

轡

仕事について

伝票、諸帳簿の作成、コンピュータ処理など、学

生時代に学んだことが基本となる職業なのでとて

もやりがいのある仕事です。

仕事の流れは、だいたい覚えたので、これから

は確実にできるように頑張りたいです。

夢や目標

　今の仕事をしっかりして、夢は着実にかなえた

いです。

理想のタイプ

真面目すぎず、おしゃれな人。

●●●●●●o●●●●●o●

一大正巷の

　音色に惹かれて一
遠藤カシワさん

　　（小原）

苦い頃から音楽が大好きで、歌や踊りなど

をやっていましたが、数年前に体の調子を崩

してしまい、うまく声を出すことができなく

なってしまいました。そのころ、広報で大正

琴講座を知り入講、先生の美しい音色を聞く

たびに自分も早くあのような音色を出せたら

と思います。現在、11月16日、17日に開催さ

れる働く婦人の家まつりに向け、毎日夕食後

1時間から2時間練習をしています。ぜひ、

美しい音色を聞きにいらしてください。

市
民
文
芸
鵜
讃
繕
辮
顎
．
朧
撫
霧
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ま

函
國
高
橋
辰
男
∴
鱗
解
擁
難
繕

い
ま
落
ち
し
栗
の
実
の
尻
の
ま
白
さ
よ
始
め
て
光
に
　
　
み
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

逢
え
る
す
が
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵
　
　
フ
ル
ム
ー
ン
に
出
る
楽
し
み
を
待
つ
心
帰
り
路
に
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
こ

秋
晴
れ
の
コ
ー
ト
に
集
い
技
競
う
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
　
　
る
吾
娘
の
も
と
え
と
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

命
燃
や
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く
　
　
㎜
麟
醐
　
一
首
目
、
始
め
て
太
陽
光
を
受
け
た
栗
の
実

強
引
に
手
術
を
受
け
し
わ
が
視
力
戻
ら
ぬ
ま
ま
に
日
　
　
に
焦
点
を
あ
て
、
普
通
は
見
過
ご
し
て
い
る
、
尻
の

は
過
ぎ
て
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄
　
　
自
さ
が
印
象
的
。
二
首
目
、
仲
間
と
の
交
流
、
そ
し

蔚
定
後
伸
び
し
新
芽
に
み
ず
み
ず
と
光
る
秋
茄
子
撫
　
　
て
健
康
の
為
に
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
励
む
前
向
き

で
て
撫
ぎ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎
　
　
の
姿
勢
は
尊
い
。
三
首
目
、
折
角
手
術
し
た
の
に
、

無
き
友
に
も
ら
い
し
手
紙
送
り
火
に
も
や
し
て
永
久
　
　
回
復
し
な
い
視
力
。
作
者
の
嘆
き
は
深
い
。

の
別
れ
を
つ
げ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

罐
露
と
佛
に
手
を
合
わ
せ
家
族
羅
を
鷺
脚
国
遠
藤
秋
尾
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
な

暑
き
日
に
部
屋
に
舞
い
込
み
し
鬼
ヤ
ン
マ
す
い
す
い
　
　
川
の
中
こ
こ
に
絞
ら
れ
下
り
梁
　
　
　
八
島
　
葉
子

め
ぐ
り
て
秋
を
し
の
ば
す
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子
　
　
新
涼
や
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
畑
ま
で
　
　
高
橋
　
正
男

一
斉
に
湧
き
飛
び
沈
む
稲
雀
　
　
　
　
三
浦
　
由
吉

夕
映
の
彩
う
ご
か
せ
り
芒
原
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

献
血
の
窓
に
置
か
れ
し
秋
桜
　
　
　
　
岩
澤
　
伍
峯

施
餓
鬼
棚
う
ー
め
ん
重
ね
供
え
あ
り
日
下
文

ゆ
く
り
な
く
秋
め
く
空
に
天
守
閣
　
　
熊
谷
　
敏
子

土
乾
き
き
っ
て
カ
ン
ナ
の
燃
え
尽
き
ぬ
　
鈴
木
　
民
子

コ
ス
モ
ス
の
倒
れ
て
も
尚
咲
き
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

鮎
釣
り
の
川
面
に
二
つ
影
落
と
し
　
　
海
道
　
修
一

騒
麹
一
句
目
、
落
ち
鮎
は
秋
に
下
る
。
川
中
を
せ

ば
め
て
梁
を
仕
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
瀬
音
が
聴
こ
え

る
よ
う
だ
。
二
旬
目
、
秋
に
な
っ
て
空
気
も
澄
み
駅

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
畑
ま
で
聞
こ
え
る
。
そ
の
ま
ま
を

一
句
に
ま
と
め
て
佳
旬
に
な
っ
た
．
．
三
句
目
、
群
雀

の
性
態
を
湧
き
飛
び
沈
む
と
表
現
し
て
素
敵
な
句
に

な
っ
た
。岡

塑
近
江
　
選

泣
か
な
い
で
不
幸
は
あ
な
た
だ
け
で
な
い
　
菅
野
春
江

百
薬
の
長
で
縮
め
て
い
る
命
　
　
　
　
佐
藤
　
武
雄

新
し
い
祭
り
を
創
る
若
い
知
恵
　
　
　
小
野
嘉
津
子

邪
心
な
い
子
の
目
に
心
洗
わ
れ
る
　
　
草
野
　
　
清

萩
に
似
て
ハ
ラ
ハ
ラ
ハ
ラ
と
こ
ぼ
れ
た
し
西
　
ま
ち
女

優
劣
の
色
は
つ
け
な
い
影
法
師
　
　
　
片
岡
　
鶴
子

喜
び
も
哀
し
み
も
あ
る
蟻
の
列
　
　
　
南
　
か
ほ
る

停
電
に
夜
の
長
さ
を
教
え
ら
れ
　
　
　
四
竈
　
英
夫

泣
い
た
目
を
肴
に
交
わ
す
老
い
の
酒
　
一
條
　
芳
子

雨
降
っ
て
地
固
ま
ら
ず
離
婚
す
る
　
　
宍
戸
　
　
広

灘
一
句
目
、
語
り
言
葉
に
よ
る
川
柳
。
形
式
に

こ
だ
わ
ら
ぬ
作
句
技
法
は
現
代
川
柳
の
特
性
。
人
生

へ
の
示
唆
が
温
か
い
。
秀
旬
。
二
句
目
、
百
薬
の
長

　
　
　
　
お
　
み
　
き

の
量
は
「
御
神
酒
程
度
」
と
あ
る
。
左
党
に
は
不
満

だ
ろ
う
が
飲
み
過
ぎ
は
有
害
。
馴
れ
た
手
法
が
光
る
。

佳
句
。
三
旬
目
、
時
代
の
流
れ
は
「
見
る
祭
り
」
か

ら
「
参
加
す
る
祭
り
」
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
の
祭
り
の
役
割
も

大
き
い
。
作
者
の
次
代
の
主
役
、
青
年
へ
の
期
待
が

伺
わ
れ
る
。
佳
句
。
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国
民
年
金
か
ら

㊥
市
民
課
国
民
年
金
係
⑳
一
三
六

定
時
登
録
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

今
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す
．

平
成
八
年
九
月
一

　
こ
の
機
会
に
年
金
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
の
生
活
を

豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
心
も
体
も

健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
安
定
し
た
収
入
も
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
方
に
共
通

の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し

て
、
老
後
の
生
活
の
柱
と
な
る
大
切
な

も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
老
後
の
生
活
を
守
る

「
た
い
せ
つ
な
年
金
」
を
確
実
に
手
に

す
る
た
め
に
は
、
手
続
き
は
キ
チ
ン
と

行
い
、
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
で
す
。

基
礎
年
金
番
号
は
あ
な
た
の
年
金
権
を
守
る
鍵
に
な
り
ま
す
．

　
学
生
、
会
社
員
、
公
務
員
そ
し
て
自

営
業
者
と
い
う
よ
う
に
職
業
を
変
え
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
は
一
人
の
人
が
複
数

の
年
金
番
号
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
基
礎
年
金
番
号
は
、
「
二
十
歳
に
な

り
国
民
年
金
に
加
入
し
た
と
き
」
「
就

職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
た
と
き
」
な
ど
、
公
的
年
金
に
初
め

て
加
入
し
た
と
き
の
年
金
番
号
が
退
職

等
で
加
入
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。

※
基
礎
年
金
番
号
の
メ
リ
ッ
ト

●
年
金
の
届
出

　
各
制
度
ご
と
の
年
金
番
号
で
行
わ
れ

て
い
る
届
出
や
照
会
が
、
基
礎
年
金
番

号
一
つ
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●
年
金
の
相
談

　
各
制
度
を
通
じ
た
加
入
記
録
が
把
握

で
き
る
こ
と
か
ら
、
年
金
相
談
や
年
金

の
裁
定
が
迅
速
・
確
実
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

●
届
出
を
忘
れ
た
と
き

　
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
際
、
届
出
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
、
個
別
に
お
知
ら
せ
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
は
…
…

　
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加
入
状
況
や
、

年
金
の
見
込
み
額
の
お
知
ら
せ
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
基
礎
年
金
番
号
は
平
成
九
年
一
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
十
二
月
中
に

は
、
一
人
ひ
と
り
に
そ
の
番
号
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
、
及
び
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
が
、
特
別
な
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
、
九
月

計
人

女
人

男
人

　
　
　
日
を
基
準
日
と

百
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
登
録
者
数
は
次
の
と
お
り
で

す
。

14、955

L799

7，847

　915

7．108

884

1．242625617

2，258

2．151

1，709

6．968

1，174

1，089

866

1．084

3．578

L237639

1，062

843

3β90

598

疵等

白石
越河
斎川
大平
大鷹沢

白川
福岡
小原

32．31916．73315．586計合

◎直接請求または、解職請求に必要な選挙

　人の数

●条例の制定または、改廃の請求、監査の

　請求等に必要な人数　647人

●議会の解散の請求、議員・市長等の解職

　の請求に必要な人数　10，773人

　
　
　

　
　
Q
　
八
月
に
会
社
に

　
　
　
　
　
　
勤
め
、
社
会
保
険
に

　
　
　
　
　
　
加
入
し
届
け
出
も
済

　
　
㌧
ず
七
　
　
ん
だ
の
に
、
十
月
納

期
限
の
第
五
期
も
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A
　
八
月
に
社
会
保
険
に
加
入
し
た

場
合
、
国
保
税
は
七
月
ま
で
の
分
を

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
税
額
は
一
年
分
を
納
期
の
回
数

〆

で
分
け
て
い
ま
す
の
で
、
八
月
に
納

め
た
分
が
八
月
分
の
国
保
税
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
届
出
を
し
て
い
た
だ
い

た
場
合
、
税
額
が
変
更
に
な
り
七
月

ま
で
の
税
額
に
な
る
よ
う
更
正
さ
れ

通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て

納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
十
一
月
は
国
保
税
第
六
期
の
納
期

月
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

平
成
九
年
次
就
学
時
健
康
診
断
及
び
発
達
検
査
の
目
程
に
つ
い
て

十
一
月
一

日
か
ら
十
目
は

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

　
「
就
学
時
健
康
診
断
」
は
十
】
月
二

十
一
日
（
木
）
、
二
十
二
日
（
金
）
の

両
日
中
央
公
民
館
で
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、
対
象
小
学
校
の
日
程
を
お
確
か
め

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
発
達
検
査
」
は
就
学
予
定
の
学
校

で
行
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
定

日
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
保
護
者
ま
た
は
そ
れ

に
代
わ
る
方
が
付
添
い
の
う
え
受
け
て

く
だ
さ
い
。

㊥
学
校
教
育
課
㊥
四
〇
八

◎就学時健康診断日程
　●会場は中央公民館です。

　●それぞれの対象のときに受診してくださ

対象小学校時日

校
校
校
校
校

学
学
学
学
学

小
小
小
小
小

一
第
河
川
沢
川

石
　
　
　
　
鷹

白
越
斎
大
白
小　原　小学校

11月21日

受付時間

12：30～

校
校

学
学

小
小

二
第
平

石
自
大
福岡小学校（含分校

深谷小学校（含分校

11月22日

受付時問

12：30～

◎発達検査日程
　●就学予定小学校で受けてくださ

受付時間

男子13：20～

女子14：00～

　14：00～

　14：00～

　13：30～

　14＝30～

　13＝00～

　13：30～

　14：20～

　14；00～

　14：15～

実施月日学校名

11月19日白石第一小学校

11月18日

11月18日

11月12日

11月5日

11月14日

11月5日

11月11日

11月11日

11月12日

白石第二小学校

越　河　小学校

斎　川　小学校

大　平　小学校

大鷹沢　小学校

白　川　小学校

福岡小学校（含分校）

深谷小学校（含分校〕

小　原　小学校

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
更
新
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

⑳
六
〇
四

　
十
月
一
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
、
今
ま
で
お

使
い
の
保
険
証
は
期
限
切
れ
で
使
え
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
人
医
療
受
給

者
証
の
有
効
期
間
も
、
九
月
三
十
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
（
平
成
八
年
四
月
一

日
以
降
の
受
給
者
を
除
く
）
十
月
よ
り

使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
更
新
日
程
は
す
で
に
終
え
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
市
役
所
保
健
課
（
健
康

セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
更
新
を
終
え
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

●
更
新
時
持
参
す
る
物

　
・
印
か
ん

　
・
今
ま
で
お
使
い
の
被
保
険
者
証

　
・
老
人
医
療
受
給
者
証
（
老
人
）

　
・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

　
近
年
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大
な
ど
の
中
で
、

年
々
増
加
を
続
け
、
雇
用
者
に
占
め
る

割
合
は
約
二
割
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
勤
続
年
数
の
伸
長
、
就
業
分
野
の

拡
大
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
は
経
済
社
会
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
就
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、

多
様
な
就
業
意
識
や
就
業
実
態
を
ふ
ま

え
た
適
切
な
雇
用
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
な
ど
種
々
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
五
年
に
施
行
さ
れ

た
「
短
時
問
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改

善
等
に
関
す
る
法
律
」
（
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
法
）
及
び
「
事
業
主
が
構
ず
べ

き
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
」
を

な
お
］
層
周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
労
働
省
で
は
、
昭
和
六
卜
年
以
来
毎

年
十
一
月
一
日
か
ら
十
日
問
を
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
間
と
し
て
、
全
国
的
に

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
問
題
の
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も

同
法
の
周
知
を
中
心
に
実
施
い
た
し
ま

す
。　

そ
の
た
め
、
こ
の
旬
間
の
】
環
と
し

て
、
県
内
企
業
の
人
事
労
務
担
当
責
任

者
の
参
加
を
得
て
「
短
時
間
労
働
者
の

雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

●
日
時
十
一
月
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

●
場
　
所

　
パ
レ
ス
宮
城
野
「
錦
萩
の
問
」

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
三
⊥
二
－
一

　
岱
凸
）
二
二
ー
一
工
ハ
五
－
二
二
二
一
二

●
内
　
容

　
①
講
演

　
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
就
業
形
態
の

　
　
多
様
化
と
法
律
問
題
」

　
　
講
師
　
東
北
学
院
大
学
法
学
部

　
　
　
　
助
教
授
　
高
木
　
龍
｝
郎

②
事
例
発
表

　
「
我
が
社
の
パ
i
ト
タ
イ
マ
ー
の
活

　
　
用
に
つ
い
て
」

③
説
　
明

　
「
中
小
企
業
集
団
に
対
す
る
助
成
金

　
　
制
度
に
つ
い
て
」

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
城
婦
人
少
年
室

　
〒
九
八
三

　
仙
台
市
宮
城
野
区
鉄
砲
町
1

　
仙
台
第
四
合
同
庁
舎
七
階

　
盈
D
二
二
－
二
九
九
－
八
八
四
四

　
畷
、

土
二
－
二
九
九
　
八
八
四
五



平
成
八
年
秋
季
火
災
予
防
運
動

国
税
だ
よ
り

◎
秋
季
火
災
予
防
運
動

毎
日
、
明
る
く
便
利
で
快
適
な
生
活

を
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
電
気
器
具

や
調
理
器
具
、
暖
房
器
具
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
器
具
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

　
『
便
利
さ
に

◎
火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

　
し
な
い

し
、
便
利
で
快
適
な
生
活
と
す
ぐ
隣
り

合
わ
せ
で
、
恐
ろ
し
い
火
災
が
発
生
し

て
い
る
の
で
す
。

本
年
も
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
、
十
一
月
九
日
（
土
）
か
ら
十

慣
れ
て
忘
れ
る
　
火
の
こ
わ
さ
』

一
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
の
一
週
間
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
の

時
期
、
日
頃
か
ら
防
火
に
関
心
を
持
ち
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
せ
な
い

建
物
火
災
の
六
割
以
上
が
住
宅
火
災
…
…

建
物
火
災
に
お
い
て
最
も
多
い
の
が

住
宅
火
災
で
あ
り
、
全
体
の
六
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
焼
死
者
が
多

い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
お
年
寄
り
が
約

半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

①
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

　
は

　
○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

　
○
吸
い
殻
は
専
用
の
吸
い
殻
入
れ
に

　
捨
て
る

　
○
灰
皿
に
は
水
を
入
る

②
電
気
器
具
・
配
線
器
具
に
よ
る
火
災

　
を
防
ぐ
た
め
に
は

　
○
た
こ
足
配
線
は
や
め
る

　
○
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
定
期
的

　
に
清
掃
す
る

　
○
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
物
を
置
か
な

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
た
こ
足
配

線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い

家
庭
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

　
○
コ
ー
ド
が
熱
く
な
っ
て
い
た
ら
使

　
用
を
や
め
る

③
調
理
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

　
に
は

　
○
そ
の
場
を
離
れ
る
時
は
火
を
止
め

　
る

　
○
調
理
器
具
と
壁
板
の
間
は
適
正
な

　
距
離
を
保
つ

　
○
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

　
物
を
置
か
な
い

④
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

　
に
は

　
○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
の
近

　
く
に
置
か
な
い

　
○
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か

　
さ
な
い

　
○
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
火
を
消

　
し
て
か
ら
に
す
る

二
九
番
の
か
け
か
た

●
火
事
と
救
急
の
区
別

　
一
一
九
番
を
回
し
て
落
ち
つ
い
て
は
っ

き
り
「
火
事
で
す
」
「
救
急
で
す
」

●
住
所
と
氏
名

「
○
○
町
○
丁
目
○
番
○
号
の
○
○
○

○
で
す
」

●
目
標

「
×
×
市
役
所
の
南
側
で
す
」
と
い
う
よ

う
に
、
大
き
な
建
物
や
公
共
の
建
物
を
目

標
に
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

●
内
容
を
具
体
的
に

〔
火
事
〕

・
何
が
燃
え
て
い
る
の
か
「
建
物
」
「
車
両
」

「
山
林
」

・
ど
こ
が
燃
え
て
い
る
の
か
「
台
所
」
「
茶

の
間
」
「
風
呂
場
」

〔
救
急
〕

・
ど
う
し
て
け
が
を
し
た
の
か
、
ま
た
ど

ん
な
状
態
で
発
病
し
た
の
か
を
話
す
、

・
今
、
ど
ん
な
状
態
を
し
て
い
る
か
、
見

た
ま
ま
の
状
態
を
話
す
、

所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は
十
二
月
二
日
ま
で

所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期
分
の
納

期
は
十
一
目
一
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま

で
で
す
。

銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

振
替
で
納
税
す
る
便
利
な
振
替
納
税
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

　
税
を
知
る
週
間

　
十
一
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
十
七
日

（
日
）
ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で

す
。　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
税
金
は
、
そ
の
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。

　
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
問
巾
、
広
く

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

は
【
二
（
U
四
〇
】
（
予
定
納
税
）
で
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

座
談
会
の
開
催
、
税
に
関
す
る
資
料
の

展
示
、
税
務
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を

行
い
ま
す
．
．

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の
仕

組
み
や
使
い
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
各
種
届
出
書
は

個
人
事
業
者
の
平
成
六
年
分
に
お
け
　
　
は
【
六
六
二
九
】
（
消
費
税
の
各
種
届

る
課
税
売
上
高
が
三
〇
〇
〇
万
円
超
と
　
　
出
書
）
で
す
。

な
っ
た
場
合
に
は
「
消
費
税
課
税
事
業

者
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
各
種
届

出
書
な
ど
の
提
出
の
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

税に関する質問に声やFAX

でお答えします。

TAXアンサー
022－263－2299
　（音声・FAX共通）

音声ガイダンスがご案内い

たします。

※ダイヤル式でもかけられ

　ます。

白石郵便局からのお知らせ

★学生アルバイト募集

　白石郵便局では、年賀はがきの区

分作業と集配作業をお手伝いしてい

ただくアルバイトを募集していま

す。高校生、大学生のみなさん、短

期間ですが社会勉強をしてみません

★平成9年用年賀はがき発売ノ

　今年も残すところ2か月となりま　　　　全国版　　「ふきのとう」

した。郵便局では、11月1日　（金）　　　　　　　　「若木の紅梅」

から平成9年用年賀はがきを発売い　　　　宮城県版「正宗公と松島」

たします。

　水彩絵の具の使用に適した版画用

をはじめ、無地、絵入り、目の不自

由な方用の他、今年は環境に優しい
再生紙を使用した年賀はがきも用意　　　　至』’油

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み帰～●種類・価格

・無地、無地（再生紙）、版画用、

目の不帥な方用5・円　　　纏　　幅鰍
・絵入り　55円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2’　　　　　　　　　　　　　　　　　Vo

　　　　　　　　　　　　　　　信　　　　　　　　　　　　　遣
　　　　　　　　　　　ス
　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　ナ　　　　　　オ　　　ウ　リ

森づくり大埴に託す夢・未来

鳶第48回全国植樹祭

第48回全国植樹祭一般参加者募集”

●参　加

・指定する集合場所と会場の間をバ

スで送迎します。

（マイカー・タクシー等での来場は

できません）

・参加は、申し込み本人に限ります。

　（代理の方の参加はできません）

・参加は無料です。

　当日は、早朝の出発（集合場所）

となります。

　その他詳しい案内は、後日送付し

ます。

●お申し込み・お聞い合わせ先

　〒980－70

　仙台市青葉区本町三丁目8番1号

　宮城県水産林業部

　　　　　全国植樹祭事務局内

　第48回全国植樹祭

　　　宮城県実行委員会

　　　　　　「参加者募集」係

　　aO22－211－3067～8

※植樹祭会場へは、許可された方の

　みの入場となりますので、ご注意

　ください。

なお、家族・グループの場合は、

ハガキー枚で5人まで受け付けます

ので、それぞれの住所・氏名等必要

事項のほか間柄を記入してくださ

い。

　一人（一家族・一グループ）1通

に限ります。2通以上申し込んだ場

合は無効となりますのでご注意くだ

さい。

●締切日平成8年11月30日（土）

　　　　（当日消印有効）

●参加者の決定

　応募者が多数の場合は、抽選によ

り参加者を決定します。

　決定は、12月下旬頃の予定です。

応募者全員に結果を通知しますの

で、あて先を記入した「往復ハガキ」

で申し込んでください。

オ薯噛オオオオ

整
備
が
進
む
会
場

　「森づくり大地に託す夢・未来」

をテーマとして、宮城県では天皇皇

后両陛下をお迎えして第48回全国

植樹祭を開催します。

　この全国植樹祭は、私たち一人ひ

とりの夢を、小さなみどりに託し、

やがて大きな森林（もり）として、

次の世代へ引き継いでいこうとする

もので、世界に広げる森林（もり）

づくりを目指しております。

　このような趣旨で開催する全国植

樹祭に、多くの県民の方々の参加を

募集します、ふるって応募ください。

●開催日及び場所

　平成9年5月18日（日）

　臼石市「国立南蔵王青少年野営場」

●応募条件

　森づくりや緑化運動に積極的に賛

同する小学生以上の宮城県内在住者

（ただし、小学生は保護者の同伴を

必要とします。）

●応募方法

　【往復ハガキ】を使用し、往信用

に住所、氏名（ふりがな）、性別、

生年月日、電話番号を、また返信用

にあて先（代表者）を記入してくだ

さい，，



指しゃぶりと

　不正咬合

高
沢
歯
科
医
院

　
　
院
長

高
沢
　
富
士
雄

蕊
，
　
ノ

、
、
導
ら

魔

　
口
腔
習
癖
に
は
、
乳
児
期
の
行
為
が

そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
た
も
の
と
、
心
理

的
な
要
因
に
よ
り
新
し
く
形
成
さ
れ
た

も
の
と
が
あ
り
ま
す
、
、
さ
ら
に
、
口
腔

習
癖
に
は
不
正
咬
合
な
ど
の
原
因
と
し

て
問
題
と
な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら

に
は
吸
指
癖
、
咬
唇
癖
、
咬
爪
癖
弄

舌
癖
、
物
を
か
ん
だ
り
吸
う
癖
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。

　
口
腔
悪
習
癖
の
出
現
率
は
五
（
い
％
以

上
で
、
一
人
で
複
数
の
悪
習
癖
を
持
つ

子
供
も
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
も
っ
と
も

頻
度
の
高
い
口
腔
悪
習
癖
は
吸
指
癖

で
、
通
常
「
指
し
ゃ
ぶ
り
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
五
歳
を
過
ぎ
て
も
続
け
て

い
る
と
、
歯
列
や
顎
骨
へ
影
響
を
及
ぼ

し
た
り
、
顔
貌
に
も
影
響
を
与
え
る
の

で
、
早
期
に
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
無

理
や
り
や
め
さ
せ
る
の
は
子
供
の
精
神

衛
生
上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
指
し
ゃ
ぶ

り
の
原
因
に
な
り
そ
う
な
欲
求
不
満
が

な
い
か
よ
く
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
で
き
る
だ
け
話
し
か
け
、
指
し
ゃ

ぶ
り
が
お
か
し
い
こ
と
を
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

早
く
や
め
れ
ば
（
四
歳
ま
で
）
不
正

咬
合
は
自
然
に
治
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

や
め
な
い
場
合
は
、
歯
科
医
師
の
適
切

な
説
明
と
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
き
わ

め
て
有
効
で
す
。

輯

極ぷりも守りたいのはおもし物

＃04

9月の活動
日人権パネル展示会が中央

開催されました。

臼石市人権モデル地区推進

市民の人権啓発の一環とし

たものです。

醒鳳画噛

瓢艶」

　9月1日人雫
公民館で開催～

　これは臼石〒

協議会が市民6

て展示したもσ

」　1

　　　蹴　　紳

、

　　　第1回
　　　人権アンケートを行いました

　自石市内中学校生徒の保護者を対

象に100名を抽出しアンケート調査

を行いました。

　回収件数については47％でした。

　ご協力ありがとうございました。

　　　かけがえのない人権

　人権とは、人間が個人として生ま　　くためには、私たち一人ひとりが、

れながらに持っている自由と平等の　　外国の社会、文化などを理解し、豊

権利です。　　　　　　　　　　　　　かな人権感覚を養っていく必要があ

　私たちが、社会において豊かで幸　　ります。

せな生活を送るために必要なこの権　　　また、国内においても、様々な差

利は、我が国の憲法によって、全て　　別や他人の権利を尊重しないために

の国民に保証されています。　　　　　起こる問題など、まだまだ解決され

　しかしながら、国際化や情報化、　　なければならないことが多く残され

急速な高齢化社会の進展など、社会　　　ています。

経済情勢の複雑化や多様化の中にあ　　　全ての人々の「人権」が守られる

って、ともすればこの大切な人権が　　社会をつくるために、お互いに手を

侵されたり踏みにじられたりするこ　　取り合って、人間が個人として尊重

とがないわけではありません。　　　　される社会の実現に努めなければな

　私たちが、国際社会の一員として　　　りません。

尊重され、名誉ある地位を占めてい

　　　人権相談日のお知らせ
躍一｝＿醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一・F焔　一　　　　｝　　　　 一　一託り　　　　贋鯉

　白石市では毎月1回人権に関して　　◎今月の相談日

の相談を受け付けております．　　　　●日　時　11月15日（金）

　市民のみなさん、どうぞお気軽に　　　　　　　10：00～15：00

ご相談ください。　　　　　●場所市役所第2会議室（2階）
　　　　　　　　　　　　　　　　●相談員　人権擁護委員

乳製品を使った

ライスプリン

　　　禦

ヘルスメイト白石

日下恒子さん
　　　　　（八宮）

写蛍
醸懸　　震罫

い
剛
　
　
・
－
霧
　
顛

疇
灘
蕪
ー
ー
罐
拷
ー
ー
：

　　　　　　　牛乳で柔らかく煮たこ飯でプリンを。

　　　　　　　　　　離乳食や介護食としても

　　　　　　　　　　　　　　　おすすめです。

、｝－τ－‘＿　』一＿r菓暗－㌧＿＿

　
駕

’

　材料〈4人分＞

ごはん…一…………・・…200g

牛乳……・…………・・…400cc

卵…………甲…一一………・・2イ固

缶詰みかん・・………一…20g

砂糖…・・……………・大さじ3

バニラエッセンス………少々

バター・………………匪・…少々

饗
黛

〈
作
り
方
〉

①
な
べ
に
ご
は
ん
と
牛
乳
を
入
れ
て
煮

　
立
て
、
火
を
弱
め
て
十
分
煮
、
砂
糖

　
を
加
え
て
冷
ま
す
。

②
ボ
ー
ル
に
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
①

　
と
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
て
混

　
ぜ
る
。

③
容
器
に
バ
タ
ー
を
薄
く
ぬ
り
、
②
を

　
入
れ
て
み
か
ん
を
散
ら
す
。

④
蒸
気
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
、
③
を

　
並
べ
て
強
火
で
二
分
、
弱
火
で
十
五

　
分
蒸
す
、

カルシウムの吸収率

ヰ
乳鷹
識繊．』、

一璽
圖回

、
．
．
’

’

、
　
　
　
．
．
オ

D

健康によいと勧められ

　購入した健康食品で下痢

Q
　
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に

「
健
康
食
品
を
食
べ
て
病
気
が
治

っ
た
」
「
健
康
に
な
っ
た
」
と
い

っ
た
体
験
談
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
業
者
に
話
を
聞
き
た
い
と
思

い
電
話
を
し
た
ら
す
ぐ
に
訪
ね
て

来
て
く
れ
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

心
臓
病
、
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
の
慢

性
病
が
治
っ
た
こ
と
、
難
病
と
診

断
さ
れ
た
人
ま
で
健
康
体
に
な
っ

た
な
ど
長
時
間
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
七
十
五
歳
の
夫
と
二
人
暮
ら

し
で
、
健
康
に
自
信
が
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
、
説
明
を
聞
く
う
ち

健
康
を
保
証
さ
れ
た
気
分
に
な

り
、
コ
年
問
は
続
け
な
い
と
体

質
改
善
の
効
果
は
な
い
」
と
言
わ

れ
一
年
分
の
契
約
を
し
、
早
速
指

示
ど
お
り
飲
用
し
た
と
こ
ろ
一
週

問
目
ぐ
ら
い
よ
り
吐
き
気
・
下
痢

が
続
き
食
欲
不
振
に
な
り
ま
し

垂

た
。
病
院
へ
行
く
と
飲
用
を
や
め

る
よ
う
言
わ
れ
た
の
で
、
残
り
分

は
返
品
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

A
　
開
封
し
な
い
分
は
返
品
可
能

で
す
。
し
か
し
ご
自
分
で
の
交
渉

は
難
し
い
の
で
、
消
費
生
活
相
談

室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
健
康
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い

が
逆
に
健
康
を
害
し
て
し
ま
う
結

果
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

健
康
食
品
は
薬
で
は
な
い
の
で
、

あ
く
ま
で
も
栄
養
補
助
食
品
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
病
気
の
治

療
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
診
断
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
室
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調査年目日：平成8年10月1日

安値
　　　68

　　450

1，600

6，300

　　　98

　　550

　　702

　　792

　　　98

　　　72

4，050

高値
　　108

　　598

2，300

8，500

　　251）

1，200

　　828

　　864

　　103

　　　82

5，511

対前年同月比

一　5
－13
十100
　0
－16
十92
十112
十74
－　7
十4
－112

平均価格

　　　　83

　　　518

　2，050

　7，133

　　　145

　　　680

　　　781

　　　843

　　　101

　　　　77

　4，863

　I　l現　　　格

ル幅25cm　長さ8m
剤綿化繊職儲融、翻、型鞭

料小学生調髪
料コールドショート

グ長袖ワイシャツ

ス外食並1皿

　！84店頭価額
油　　　　　　　｛
　18晒己達料込価額

1ン14現金
汕12現金

ス10m

理　髪　料
バーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　 油

レギュラーガソリン

軽　　汕
ブロパンガス

安疸
　　　98

　　148

　　　60

　　188

　　229

　　298

　　177

　　185

　　278

　　　65

　　　78

高値
　　165

　　183

　　　82

　　258

　　298

　　548

　　198

　　228

　　318

　　　76

　　198

対前年同月比

　一　　9

　－　　5

十　3
十　13

　　　　　0

十　96

　－　　8

　十　13

　－　24

　－　　4

　－　10

平均価格

　　　132

　　　161

　　　　73

　　　204

　　　264

　　　423

　　　181

　　　200

　　　310

　　　　72

　　　166

　品目
食　ハ　ン

小　麦　粉
即席巾華めん

砂　　糖
しようゆ
サラダ油
マーガリン

　　　規　　　格
ン並食1袋　6～8枚切

粉薄力粉　1Kg
ん袋入り100g
糖　上白糖　IKg

ゆ上級濃口14ポリ容器人り

油ポリ容器入り　1，500g

ン　カル1・ン入りゾフト225g

乳紙容器人1）　1，000cc

一　カルトン入り　225g

－　400枚（200組）紙箱入り

ブ幅30cm　長さ20m

牛　　　矛L

バ　　タ　　ー

テ1ソシュベーバー

フ　　ッ　　フ



スパッシュランドしろいし 盈29－2326 11月の休館日 13日、27日

各教室のこ案内（11月1日より受け付け開始） 、、、．回数券のこ案内

◎水泳教室

●募集人員　各曜日20名

●送　迎　シャトルバスをご利用く

　　　　ださい。

　月曜日コース（基礎コース）

　・火曜日コース（中級コース）

　・金曜日コース（基礎コース）

●日寺　　間　　10：30～11＝30

◎アクアビクス（木）

●募集人員　35名

●送迎シャトルバスをご利用く

　　　　ださい。

●時間10：30～11：30

◎トレーニング教室（月・金）

●募集人数　各曜日15名

●送迎な　し
●時間14：00～15＝3018：00～19130

◎エアロビクス教室（火・木・上）

●募集人数　各曜日15名

●送迎火曜日・木曜日なし

　　　　土曜日　シャトルバスを

　　　　　　　ご利用ください。

●時間
　火・木曜日コース　18：30～19：30

　土日輩日コース　　　14：00～15：00

　　　　　　　　15：15～16：15

●受講料　各教室とも2，000円

　（施設利用料金は含んでおりません。）

●申し込み方法　直接スパッシュラ

ンドしろいしにお申し込みください。

　全館利用券の11枚つづりで料金

は17，000円となっており1回分お得

になっております。

レストランのこ案内

●営業時間

　11：00～18130（ラストオーダー）

※お食事のみの方も大歓迎です。

　　　　　　　【

　　　　　　　　　醗　　聖．

白石市働く婦人の家 a・FAX25－5095 l　l月の休館日
3日、4日、10日、

18日、23日、24日

第22回　働く婦人の家まつり開催ノ

●日　時　11月16日（土）

　　　　9：30～15：00

　　　　11月17日（日）

　　　　9：30～15：00

●場所白石市働く婦人の家

●内容
　☆作品展示発表

　11／16・17の両日

　パッチワーク・花と器

　ペン習字・書道・手編み

　華道・写真・油絵・水彩画

　洋裁・和裁・皮工芸・型絵染

　木目込人形・白石地方の民話

　ハーブ・ふるさとの山を観る

　☆舞台発表

　11／1710：00～14：00

　太極拳・社交ダンス・琴

　着付け・コーラス・民謡踊り

　歌謡・大正琴・3B体操

☆バザー　11／17

　9時～11時30分

　家庭用品・手作り品等の即売

☆即売コーナー

　11／16・17の両日　10：00～15：00

　乳製品セット・牛乳等

☆食　堂　11／17　10：30～14：00

　おにぎり　　　　（250円）

　ヘルシーうどん（300円）

☆ティーコーナー

　11／16　10時30分～13時

　ケーキセット（300円）

☆お茶席　11／17　10：00～14：30

　お茶券　　　　　（300円）

※食堂の部・ティーコーナー・お茶

席の前売り券を働く婦人の家で取

　り扱っておりますので、どうぞお

求めください。

　ご家族、お友達、お隣同士お誘い合

わせの上、お気軽においでくださいi

●油絵　10／31～11／14
　　（アツギナイロン自石工場）

古典芸能伝承の館碧水園 盈25－7949 11月の休館日
5日、11日、

18日、25日

碧水園茶会 古典落語鑑賞会

初めての方もどうぞ！！簡単にお茶の飲み方の指導もいたします。

「煎茶席」

●日　時　11月3日（日）

　　　　10時～15時

●お茶券　400円

「抹茶席」

●日　時　11月17日（日）

　　　　10日寺～15日寺

●お茶券　400円

　日本テレビ「笑点」でおなじみの

三遊亭好楽師匠を迎えての寄席

●日　時　11月24日（日）

　　　　開場　13時30分

　　　　開演　14時OO分

●入場券　前売　2，500円全席自由

　　　　（当日　3，000円）

えずこホールa5牙3004F似51・130

えずこシアター第1期生を募集します。

仙南地域のみなさんの手で、いつ

か世界の人たちにご覧頂けるような

バフォーミングアーツ（舞台芸術）

を創れる日を夢見て、人材育成の長

期ワークショップを行うものです。

　1年間を一区切りにシアター生を

募り、1年の集大成としてえずこシ

アターの公演を開催します。

●参加資格

　・仙南地域にお住まいの方、また

　は職場のある方

　・年間をとおして継続的にご参加

　いただける方（夜間、土、日の

　開催が主です。）

　スタッフ志望の方は、高校生以

　上の方（高校生は保護者の方の

　承諾が必要です）

●定　員　スタッフ志望　30名程度

　※役者志望のシアター生は、第2

　期より募集します。

●お申し込み方法

　仙南芸術文化センター窓口また

は、白石市の中央公民館で、所定の

申込用紙をお受け取りください。そ

の用紙にご記入のうえ、郵送かFAX

で仙南芸術文化センターにお送りく

ださい。

●締め切り日　12月10日（火）

　定員になり次第締め切らせていた

だきますので、お早めにお申し込み

ください。

●参加料　無料（ただし、センター

までの交通費などは自己負担となり

ます。）

●お問い合わせ先

　〒989－12　大河原町字大谷地4－2

　盈0224－52－3004

　PAX　O224－51－1130

劇団こまつ座「雨』 国立モスクワアカデミー少年合唱団

　ご存じ井上ひさしの江戸を舞台に

した謎が謎を呼ぶ稀代のミステリー！

●日　時　11月18日（月）18：30開演

●場所えずこホール
●入場料　　（全席指定）

　S席3，000円　A席　1，500円

　清らかに響きわたる美しい歌声

●日　時　12月22日（日）15：00開演

●場　所　えずこホール

●入場料　全席自由　大人4，000円

　　　　中学生以下　　2，000円

しんきんホール 盈24－3080

「オペラ入門」一力ルメンを楽しもう一のお知らせ

　白石音楽鑑賞協会は毎年親しみや

すいクラシックコンサートを企画し

ていますが、今年はおなじみの「カ

ルメン」より抜粋してアリアや二重

唱などを仙台オペラ協会の4人の歌

手で楽しむことになりました。

●日　時　11月20日（水）

　　　　18＝00開場18：30開演

●入　場　前売　2，000円

　　　　当日　2，300円

●お間い合わせ先

　仙南信用金庫　岱24－3080

仙南ひまわり会『時局講演会』のお知らせ

●日　時　11月18日（月）

　　　　13：30～15＝OO

●講師平野次郎氏
　　　　（元NHKアナウンサー）
●演　題　　「激動する内外情勢と目

　　　　本経済の今後」

●入場料　無　料

●お問い合わせ先

しんきんホール事務局費24－3080

（仙南信用金庫本店3階）

図

ひ《李＞ば

lIBRARY　NEWS
★手作り絵本展示会

　今年8月に開催された手づくり絵

本講習会の作品を展示するものです。

●日　時　11月8日（金）～10日（日）

　　　　9日寺～17日寺

　　　　（ただし日日擢10日寺～11日寺）

●場　所　白石市図書館一階ロビー

■新着図書案内30選
1．著作権法入門　著作権情報センター編

2．風水の宝もの　　　　　　小林祥晃著

3．JTBキャンブックス　富士山

　　　　　　　　日本交通公社編
4．今日のクロニクル　　　朝日新聞社編

5．遺産分割と紛争解決法　　石原豊昭著

6．紙幣の博物誌　　　　　　富田昌宏著

7，日本全国病院ランキング　　宝島社編

8，ニンニク卵黄　　　　　　　村山敏著

9．脳ドッグ　　　　　　　　福島孝徳著

10．手作り帽子　　　　　　ブテック社編

11．実用紅茶健康法　　　　　大森正司著

12．ヨーロッパお菓子漫遊記　吉田菊次郎著

13．シャクナゲ、ツツジ

　　　日本ツツジ、シャクナゲ協会著
14．東京ディズニーランド超ガイド

　　　　Door　of　Dream　講談社編
15．イタリア・ハンガリー・チェコ・

　　ポーランド洋食器の旅　淺岡敬史著
16．マスオさんのひとりごと　矢田うらん著

17．宮澤賢治フイールドノート　林由紀夫著

18．きっと君は変われるさ　　秋元　康著

19．鎌倉擾乱　　　　　　　　高橋直樹著

20．夢の通い路　　　　　　　村松友視著

21．仕手株地獄　　　　　　　　清水一行著

22．父に似た人　　　　　　　　諸井薫著

23．しなやかな辣腕　　　　江波戸哲夫著

24，王将たちの謝肉祭　　　　内田康夫著

25．海将伝　　　　　　　　　中村彰彦著

26，母　　　　　　　　　　小川薫著
27．黄金樹林　　　　　　　　田中光二著

28，子子家庭は大当たり　　　赤川次郎著

29．失われた自画像

　　アレン・シャーロ・ソト・ヴェイル著

30．心の闇の殺人鬼　ケリー・スーザン著

　◆図書館休館のお知らせ◆

来年1月7日から2月11日まで電算

導入準備のため休館します。2月12日

からは従来どうり開館いたします。

詳しくは図書館　留26－3004へ

　　◆図書館利用案内◆

11月の休館日

　　　3、　4、　11、　18、　23、　25、　30

　　　（月末整理日）



　輝いています。今のあなた
★ ＄

4

平成9年度
白石市第一幼稚園・第二幼稚園児募集

登録ホームヘルパー
　　　　　を募集します

●募集人員

　・第一幼稚園　　64名

　・第二幼稚園　　54名

※3歳児は第一幼稚園38名，第二幼

　稚園20名を定員としますが、全体

　の入園希望者が募集人員を超える

　場合は、定員にかかわらず、4・

　5歳児を優先しますので抽選とな

　る場合もあります。

●募集対象児

　・満5歳児（平成3年4月2日か

　　ら平成4年4月1日までに出生
　　した者）

　・満4歳児（平成4年4月2日か

　　ら平成5年4月1日までに出生
　　した者）

　・満3歳児（平成5年4月2日か

　　ら平成6年4月1日までに出生
　　した者）

●入園資格

　臼石市在住者であること。

●保育料　　月額5，000円

●募集期間　11月5日（火）

　　　　　～11月12日（火）まで

●入園願書の交付

　10月28日（月）以降、各幼稚園

にて配付いたします。

●入園願書の受付

　11月5日から各幼稚園で受付をし

ます。

●受付場所

　希望する幼稚園の事務室

●受付時問　9時～16時（月～金）

　　　　　9日寺～11日寺　（土）

※第2土曜日を除く

●その他

・入園許可後入園資格に違反してい

たことが明らかになった場合には入

園取消になります。

・小学校の学区とは関係ありませ
ん。

・幼稚園就園の振興を図るため、市

民税の課税状況により保育料を減免

する制度があります。

　詳しくは、各幼稚園に直接おたず

ねください。

・第一幼稚園　盈26－2347

・第二幼稚園　盈25－6326

ガーナ料理講習会のこ案内

　ホームヘルプサービスの充実を図

るため、時間給で働いていただくホ

ームヘルパーを募集します。

●応募資格

　白石市内に居住する満25歳以上50

歳以下の健康で福祉に関心のある方

●業務内容

　高齢者・障害者等宅での家事援助

（掃除・洗濯・買物・調理など）自

宅から訪問先に伺い自宅に帰る勤務

形態になります。

●身　　分

　臼石市社会福祉協議会非常勤職員

●採用予定人数　若干名

●採用予定日　平成9年1月1日

●応募方法

　履歴書を社会福祉協議会まで提出

ください。平成8年11月30日まで

●お間い合わせ先

　白石市社会福祉協議会

　盈25－2111（内線）159

痴呆老人家庭介護教室
　　　　　　参加者募集

　臼石市国際交流協会では、県内外

国人との親善交流を目的に下記によ

りガーナ料理講習会を開催いたしま

す。

　この機会にぜひ料理を通して交流

してみませんか、

●日　時　11月13口（水）

　　　　10：00～13：00

●場所中央公民館調理室
●講　師　（財）国際学友会

　　　　仙台留学生会館より

アルベータ・ヤンスンさん（ガーナ）

ナオミ・ツレメさん（ガーナ）

●参加費　一人　500円（材料代）

●定　員　20名（定員となり次第締

め切りとさせていただきます）

●お申し込み　11月8日（金）まで

　国際交流協会事務局（市秘書広報

　課国際交流係）にお申し込み願い

　ます。

　盈25－2111（内線）311

●主　管　ボランティア「やまぶき会」

　人口の高齢化と共に痴呆性疾患も

増加傾向にある今日、疾病の理解を

深め、同じ悩みを持つ家族・本人を

対象に看護教室を開催します。ぜひ

参加をお待ちしています

●日　時各日とも　13：30～16：00

　1回目　11月14日（木）

　2回目　12月2日（月）

●場所白石市健康センター

●内　容　医師の講話、座談会等

●お申し込み・お問い合せ先

　11月8日　（金）までに市保健課

暦25－2111（内線）606、または仙南

保健所白石支所盈25－2108へお申し

込みください。

刈田病院は、毎週土・日曜日が休診日冒す。（ただし．急患は受付いたします。）

白石高等技術専門校施設開放、
　　　　　　　　　一日技能講座受講生募集

●日　時　11月10日（日）

　　　　9：00～15：00

●場所
　宮城県立白石高等技術専門校

　自石市緑が丘1－5

　盈25－2444　　FAX26－2655

●内容
　　OA経理科

　W㎞dows　Ver3．1体験入門

　マウスでできるカラー印刷をし

　てみよう

　・建築科

　家庭用木工製品作成

　　日曜大工等で使用する工具の使

　用法をマスターしよう。（当日の

　完成品はお持ち帰りです）

●定　員　O　A経理科　10名

　　　　建築科　　10名
●その他

　昼食は各自持参、木工製品作成参

加者は作業のできる服装

●お申し込み方法

　電話か直接来校のうえお申し込み

ください。

第32回白石市断郊競走大会
　　　　　　　　　　　　　　　参加者募集

●主催臼石市陸上競技協会
●日　時　11月24日（日）9：00～

　　　　（雨天時12月8日に延期）

●場所白石川緑地公園陸上競技

　　　　場周辺
●種　目

　1，500m（小学生3、4年以下）、2，000

m（小学5、6年女・一般男50歳以上・

女30歳以上）2，500m（小学5、6年男・

中学女・高校女・一般男40歳代・女

30歳未満）、3，700m（中学男・一般

男30歳代）、6，800m（高校男・一般

男30歳未満・一般男30歳以上）

●お申し込み先

　教育委員会社会教育課体育振興係

　盈25－2111（内線）409・410

●お問い合わせ先

　鈴木　清重　盈25－2849

　半沢　克美　盈25－3867

　佐久間克盈26－2218

●締め切り日

　11月11日（月）期日厳守

青年海外協力隊員募集
青年海外協力隊は、国際協力事業

団が実施している国の事業です。開

発途上国の人々の新しい国づくりの

ためにあなたの可能性を試してみま

せんか。

　協力隊事務局では平成8年度秋の

募集として、農林水産から教育、ス

ポーツなど約140職種にわたる約800

名を募集しています。20歳以上39歳

までの日本国籍を持つ方なら誰でも

応募できます。

　また、募集の説明会を開催いたい

しますので、お気軽にご参加くださ

いD

●日　時　11月8目（金）18130～

　　　　11月26日　（火）18：30～

●場　所　仙台第1生命タワービル

　　　　11FC会議室
　　　　（皿022－221－1378）

●内　容　派遣のシステムや待遇等

について詳しく説明します．また、

協力隊広報映画の上映や、隊員O　B、

OGの体験発表もあります．

　入場料、予約等は一切不要です。

●お問い合わせ先

　県総務部国際交流課国際協力係

　岱022－211－2276

自衛隊生徒募集

●応募資格

　15歳以上17歳未満（中3含む）

●受け付け

　平成8年11月1日（金）

　　　　　　～平成9年1月4日

●試験平成9年1月5日（日）
●待　遇　給与　151，500円

　　　　賞与　5，2か月分

　教育修了時、高卒資格取得・衣、

食、住無料

●お問い合わせ先

　大河原募集事務所

　費0224－53－2185

国立宮古海員学校
　　　　　　　生徒募集

　国立宮古会員学校は、修業年限3

年の船員教育機関です。ただいま平

成9年度の生徒を募集しております。

●定　員　本科　40名

●受験資格　中学卒業者

　　　　（卒業見込みを含む）

●募集日程

　一般入学

　　・受付期間　1／10～2／7

　　・試験日　　2／16

　推薦入学

　　・受付期間　1／10～1／31

　　・試験日　2／5
●筆記試験科目　国語、数学、英語

●お問い合わせ先

　宮古海員学校　教務課

　〒027　岩手県宮古市磯鶏2－5－10

　岱0193－62－5316



人口41，851人（前月比）十25人　　世帯数

　　　　　　　　　　　　　　　　　

界20，553　帰21畑書12餌9
※住民基本台帳から

　9月30日現在

《《《ζ｛〉

11月3日

　内科　三浦クリニック

　外科刈田病院
　歯科村上歯科医院
11月4日

　内科海上医院
　外科橋本病院
　歯科真壁歯科医院
11月10日
　内科　柿　崎　医　院

　外科刈田病院
歯科富岡歯科医院

11月17日

　内科亘理医院
　外科刈田病院
歯科　水野歯科医院

11月23日
　内科　大　沼　医　院

外科銭谷医院
歯科村上歯科医院

11月24日
内科　水野クリニック

外科　宮　城　医　院

歯科　谷津歯科医院
12月1日

内科広瀬医院
外科　刈　田　病　院

歯科亘理歯科医院

費25－6854

恐25－2145

費26－2678

費25－1501

費25－1616

爾32－3122

恐25－2210

費25－2145

盈24－4362

費25－8501

盈25－2145

盈26－2401

a25－2502
奮25－2010

盈33－4125

E25－2736
盈25－2062

盈26－3254

倣25－0283

盈25－2145

盈26－2563

※都合により変更になる場合があり
　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故？11鉱難‡5

事故発生件数57件（617件）

死亡者数　0人（　3人）
負傷者数14人（134人）
物損件数45件（502件）

〔 19回白石市
交通安全市民大会のお知らせ

　今年、県内では交通事故が多発し、

10月15日現在で138人もの方が交通

事故の犠牲となっており、当市にお

いても既に3人の尊い命が失われて

おります。

　そこで、市では交通安全思想の推

進と、悲惨な交通事故の撲滅を目的

として、第19回目の交通安全市民大

会を開催いたします。

　今年の大会では、功労者の表彰な

どの式典のほか、交通安全関係のテ

レビ番組等で活躍中の、日本ハイウ

ェイセーフティ研究所長の加藤正明

氏による記念講演を予定しておりま

す。

　白石市から交通事故をなくし、

「くらし日本一のまち」となるよう、

市民皆さんの多数のご参加をお待ち

しております。

●日　時　平成8年11月19日（火）

　　　　13：30～

●場所中央公民館大ホール

共下水道を利用している皆様へお願い

　「最近公共下水道に流入する水質

の悪化」が目立ってきております。

　このことは、下水道管や処理施設

の機能を害するとともに自然環境に

も悪い影響を与えますので次の事項

を守り大切に使いましょう。

①台所のゴミや天ぷら油などを流さ

　ない。

②マンホールにゴミなどを捨てない。

③アルコールやガソリンなどを流さ

　ない。

④廃液などを流さない。

　以上のことを守り下水道を正しく

大切に使いましょう。

※下水道についてのご相談は、いつ

でもお気軽に白石市土木部下水道課

岱25－2111（内線）271へどうぞ。

〔 4回白石市生涯学習フェスティバル参加事業

『文化財講演会』の開催について
　教育委員会及び白石市文化財愛護

友の会では、下記により文化財講演

会を開催いたします。みなさまのご

来場をお待ちしております。

●日　時　11月11日（月）

　　　　14：00～15：30

●会　場　市役所大会議室（4階）

●講師
　宮城県農業短期大学教授

　斎藤鋭雄氏
●演題
　　「片倉家と仙台藩」

●入場料無料
●お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　文化財係

　a25－2111（内線）412，413

やぎ手帳」をあっせんします

　宮城県民のためにつくられ、最新

の統計資料や市町村一覧、行事予定

等が掲載されている、見やすくて使

いやすい平成9年版「みやぎ手帳」

をあっせんいたします。ご希望の方

は市総務部振興課（電話25－2111内

線302）、または各事務連絡所へ11月

29口（金）までにお申し込みくださ

い。

●「みやぎ手帳」の頒布価格（消費

　税込）

　ポケット版　　400円

　大型版　500円

「‡
尿病相談」始めます

　糖尿病といわれたけれど、普段ど

んなことに気をつけたらいいの？

食事や運動はどんなふうに？等々

糖尿病の方、また家族の方などの相

談をお受けします。お気軽にお申し

込みください。

●日　時　毎月第3水曜日（予約制）

　　　　13＝30～15：30

※都合により変更もあります

●場所白石市健康センター

　　　　2階　栄養指導室

●内　容　栄養士による栄養相談

　　　　保健婦による健康相談

●お申し込み先

　ご希望の方は、あらかじめ下記に

ご連絡ください。随時、受け付けい

たします。

●お問い合わせ先

　市保健課　保健指導係

　謄25－2111（内線）606・607

し F（催眠または八イバイ学校）商法にこ用心

　街の空き店舗や駐車場を利用し

て、買物中の老人達を中心に雑貨類

を無料配布し、布団や朝鮮人参を高

額で売りつける商法が増えています。

　タダより高いものはありません。

ご注意ください。万が一不要な商品

を買ったときは8日以内であれば無

条件解約ができますので泣き寝入り

をしないようご相談ください。

●お問い合わせ先

　市生活環境課　消費生活相談室

　費25－2111（内線）661

月9日は「119番の日」

　仙南広域消防本部では「119番

の日」の記念行事を大河原消防署と

合同で開催いたします。

　みなさんのご来場をお待ちしてい

ます。

●日　　日寺　　11月9日　（土）

　　　　10：00～14：00

●場所仙南広域消防本部及び
　　　　大河原消防署（フォルテ南側）

●内容
　①通信司令室の公開

②救助訓練の披露

③消防車両及び消防器材の展示

④災害写真・ポスターの展示

⑤応急手当の指導

⑥レスキュー隊の体験

⑦はしご車の試乗

⑧綿あめコーナー、ポップコー

　ンコーナーなど

※その他いろいろな消防体験ができ

　ますのでお気軽においでくださ

　い。

〔 察審査会からのお知らせ 〕
　交通事故、詐欺、おどしなどの犯

罪被害にあったのに、検察官がその

事件を裁判にかけてくれない（不起

訴処分）。

　このような不満をお持ちの方のた

めに検察審査会があります。

　検察審査会は選挙権を有する・一般

国民の中から「くじ」で選ばれた11

人の審査員で構成され、検察官のし

た不起訴処分が正しかったかどうか

を、良識で審査する機関です。

　お気軽にご相談ください。費用は

無料で、秘密は固く守られます。

●お問い合わせ先

　仙台市青葉区片平1丁目6番1号
　（仙台地方裁判所内）

　仙台検察審査会事務局

　行022－222－6111（内線）3801

だ

〔　　“押電話加入権公売
　　　　　　　のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　’

次の差押電話加入権を公売いたし

ます。

25－9207　　　　　　　　25－7569

25－8962　　　　　　　27－2775

25－1683　　　　　　　25－8121

24－8131　　　　　　合計7本

●日　時　11月28日（木）9：30～

●会　場　臼石市役所第4会議室

●公売方法　　入　札

●必要なもの　印鑑・買受代金

●お問い合わせ先

　市税務課管理収納係

　奮25－2111（内線）141・144

※市税は納期内に納めましょう！！

離薯翻纏）〕

　ストマーを増設した方や、その家

族の相談会です。どうぞお気軽にお

出かけください。無料です。

●日　時　11月16日（土）13：00～16＝00

●場　所　大河原町中央公民館

　　　　大河原町字町196

　　　　圧LO224－53－4050

●内容
　①医師等による「医療および術後

　　ケア」について

　②福祉全般について

　③体験の発表や話し合い

　④メーカーによる製品の展示や補

　装具全般の相談

　⑤その他生活全般について

●連絡先　白石市田町1－4－36

　宮城県南地区幹事　追木　守人

　盈25－3285

料法律相談のお知らせ／

仙台弁護士会主催（宮城県、宮城

県市長会、宮城県町村会後援）の

「県下一斉無料法律相談」が県内66

自治体で行われます。

●日　時　11月11日（月）

　　　　13：00～16：00

●場所市役所第2会議室（2F）
●担当者　仙台弁護士会所属弁護士
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みのる平成8年度宮城県8020よい歯のコンクールで市内郡山に住む本田實さん

（86）は最優秀賞に輝きました。そして奥さんのふくよさん（74）も優秀賞に

選ばれ、ご夫妻そろっての受賞となりました。實さんは親知らずも含めて32

本の歯全てが残っているだけでなく、虫歯も一本もないという歯の持ち主です。

　「歯磨きはね、朝にちょっとするだけ。みんなみたいにね30分も40分もしな

い。歯磨き粉ちょっとつけてね、軽くブラッシングするだけ。（笑）」

　また、奥さんのふくよさんも親知らずを除いた28本の歯を持ち、一番の楽

しみは、夫婦揃っての旅行で、おいしいもの

を何でも食べられることだと言います。

「私もこの人も子どもの頃にあら汁なんかを

よく食べさせられたんですよ。それが歯によ

かったんじゃないかって思うんですけど。」

一日に2合の晩酌を欠かさないという實さ「

んですが、毎日飲む牛乳と、奥さんの煮干し

でだしをとった実だくさんのみそ汁に健康な，

歯の秘訣がありそうです。

「まあ好きな花でも植えながら、あとは1週

間に2回ぐらい町場まで歩いて出かけてね。

人間70過ぎて家でじっとしてるのも体に悪
いからね。じっとしてるの苦手だし（笑）。」

　今まで喧嘩をしたことがないという本多さ

んご夫妻の愛情が、健康な歯の秘訣かも？
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定雄さん淳子さんの次男・長女

ママからひとこと

明るく素直に育ってね！

パパからひとこと

兄妹仲良く優しさを忘れるなよ！
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10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15＝00

10：00～15：00

10：00～12：00

9＝30～15：00

10：00～15：00

13；00～14；00

10：30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

9：00～17＝00

10：00～15：00

10＝00～13：00

9：30～11＝00

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　⑧2

第2会議室　＠2

第2会議室
福祉事務所相談室＠1

第3会議室　⑲3
健康センター
1階女性政策室

福祉事務所　　＠！

第4会議室　　＠4

第3会議室　④3

青少鞠談センター＠4

市民会館（農業祭会場）

第2集会室
仙南保健所自石支所
　　（予約制）

第2会議室　＠2


